
 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

2010年 1月 15日 

 
アジアの子どもたちが学校へ行けるように支援をおこなっているNPO法人チャイルド・ファンド・ジャパ
ン(理事長 深町正信)は、2010年 4月よりネパールでスポンサーシップ・プログラムをスタートさせます。 
スポンサーシップ・プログラムとは、日本の支援者のひとりが、現地の子どものひとりを学校へ通えるよう
に支援するという、一対一のつながりを大切にしたプログラムです。 
支援者は子どもと手紙によって交流し、子どもの成長を見守っていくことで、支援を実感することができま
す。 
このスポンサーシップ・プログラム開始に伴い、2010 年 2月 3日(水)～2 月 7日(日)に下記のイベント
を実施いたします。是非このイベントの記事の情報掲載をお願いいたします。 
 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネパールの子どもたちを学校へ！ 
―ネパールの子どもたちの状況を伝えるイベントを開催― 

リリースNO.2010-01 

【イベント内容詳細】 
 

ネパール スポンサーシップ・プログラム開始記念 参加協力キャンペーン 
～あなたとつくる 子どもの笑顔・希望・未来～ 

 

 
楽しそうに勉強する女の子 

日 時：2010 年 2月 3日(水)～2月 7日(日) 

10：30～19：00(2 月 7 日は 12：30～18：00) 

場 所：銀座教会 東京福音会センター 
    (東京都中央区銀座 4丁目2番 1号) 
 
主 催：ＮＰＯ法人チャイルド・ファンド・ジャパン 
共 催：銀座教会 東京福音会センター 
後 援：ネパール大使館 杉並区交流協会 
 

コーナー紹介： 

・ネパール、フィリピン、スリランカの子どもたちの写真展 

・ネパール民族衣装体験コーナー 

・教材ぬりえコーナー(ネパールの教室で教材として使われます) 

・チャイ(ネパールのミルクティー)のサービス 

・ご支援の相談コーナー 

・ネパール政府公式通訳のジギャン・タパさんの 

トークショー(2 月 7 日 午後 1時～) 

※会場に書き損じハガキをお持ちいただき、ネパールの子どもたちに

教材を送る活動も実施しています。  

記事掲載についてのお問い合わせ先 

特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・ジャパン 

募金グループ 小保方(おぼかた) 
TEL：03-3399-8123 FAX：03-3399-0730 
〒167-0041東京都杉並区善福寺2-17-5 

E メール：childfund@childfund.or.jp URL：http://www.childfund.or.jp/ 



 
 
 
 
 
 

特定非営利活動法人 チャイルド･ファンド･ジャパン 
理事長＝深町正信(青山学院名誉院長) 事務局長＝小林毅 

 
チャイルド・ファンド・ジャパンは、1975年より、アジアを中心に貧困の中で暮らす子ども

の健やかな成長、家族と地域の自立を目指した活動をしています。活動をとおして人と人とが出

会い、お互いに理解を深め、つながることを大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

(活動している国) 

ネパール、フィリピン、スリランカ 

 

(活動内容) 

子どもを支援する(スポンサーシップ・プログラム) 
現地の子どものひとりを日本の支援者のひとりが学校へ通えるように支援するという 
一対一のつながりを通して、子どもの成長や家族の生活改善、住民主体の組織づくりを 
支援します。昨年度は４,792名の子どもを支援しました。 
 

プロジェクトを支援する(支援プロジェクト) 

貧困に起因する様々な問題の中で、特定の開発課題に応える支援事業です。 

地域医療や母子保健、貧困層の収入向上、栄養改善、少数民族支援などの課題に 

取り組んでいます。現在、6件のプロジェクトを実施しております。 

 

緊急・復興支援事業 

台風や地震などの自然災害の被災者や、地域紛争による避難民を支援する事業です。 

近年、世界各地で頻発する災害時に、より早く、より多くの支援を届けるために、 

支援活動を展開します。 

 

(寄附金控除) 

チャイルド・ファンド・ジャパンは国税庁長官が「認定NPO法人」として認定している 

111団体のひとつです。(2010年 1月 1日現在) 

皆様からの支援金は寄附金控除の対象となり、税制上の優遇措置を受けられます。 

 

 

☆チャイルド・ファンド・ジャパンは特定の宗教や政治団体とは一切関係ありません。 
 

参考資料 

ビジョン：すべての子どもに開かれた未来を約束する国際社会の形成 

ミッション：生かし生かされる国際協力を通じて子どもの権利を守る 


